
�特集1　新しい交流施設ができます
特集2　平成25年度決算報告

写真は、日出町納涼盆踊り大会で元気に太鼓を叩く子どもたちの様子
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新
し
い
交
流
施
設
を
計
画

平
成
27
年
春
、
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
東
側
に
新
図
書
館
を
は
じ
め
、

子
育
て
支
援
な
ど
、「
教
育
・
文
化
・
福
祉
」
の
向
上
を
支
え
る

新
し
い
か
た
ち
の
中
核
拠
点
施
設
が
誕
生
し
ま
す
。
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※イメージ図です。実物とは異なります。

～新施設３つの魅力～

ＪＲ暘谷駅に隣接、利便性に優れた立地環境
１階には商業スペース、２階には図書館や子育て支援室、会議室と
利便性に優れた空間です。ＪＲ暘谷駅から徒歩 3分、新駅舎の完成
とともに、多くの皆さんが利用することが予想されます。1
文教の町、日出町にふさわしい「交流と学びの場」
２階の新図書館は、町民の皆さんが読書に親しみ、学べる場として
質の高い図書館となるほか、日出町の歴史、文化、産業、観光情報
を発信する拠点ともなります。2
次世代を担う子どもたちを見守り、育む空間
２階の公的施設は図書館の他に、子育て支援室や一時預かり室が完
備されており、子育て世代の方 も々利用しやすい施設です。またユニ
バーサルデザイン化もめざしており、人に優しい空間になっています。3
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ティーンズコーナー
本を通じて、小・中学生の子ども
たちが学び育つことができる空間
です。

　

小
説
が
好
き
と
い
う
日
隈
さ
ん
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
好
き
と
い
う
片
木

さ
ん
、
本
好
き
の
２
人
が
職
場
体
験
学

習
に
選
ん
だ
の
が
萬
里
図
書
館
で
す
。

　

こ
の
授
業
は
、
地
域
の
職
場
で
３
日

間
仕
事
を
実
際
に
体
験
し
、
働
く
人
と

接
す
る
学
習
活
動
で
す
。
２
人
は
図
書

館
職
員
の
指
導
を
受
け
、
本
の
整
理
や

絵
本
磨
き
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
図
書
館
が
、
今
の
図
書
館
の

５
倍
の
広
さ
に
な
る
こ
と
や
学
習
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
る

と
、「
小
説
が
も
っ
と
増
え
て
、
新
し

い
本
が
並
ん
だ
ら
う
れ
し
い
」「
み
ん

な
が
楽
し
め
る
よ
う
な
図
書
館
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
開
館
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。

片木美優さん（左）と日隈里奈さん

町民の方に聞きました

児童用開架書架（本棚）
親子が自由に触れ合い、本を通
じて楽しく学べる空間です。

ディスカッションルーム
図書館の自主教室やボランティア
団体などが、会議や活動等に利用
できる空間です。

歴史資料展示コーナー
郷土の歴史に関する資料や本があり、
郷土愛を育む空間です。企画展示コー
ナーもあります。

雑誌・新聞コーナー
多くの雑誌や新聞を閲覧できる、誰もが
気軽にくつろげる憩いの空間です。

一般用開架書架（本棚）
書架も低く、書架の間隔も広い、ユニバー
サルデザインを取り入れた利用しやすい
空間です。

学習室
持込み学習ができる個人用とグループ
用スペースのある学びの空間です。

新
図
書
館
の
開
館
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
！

日
出
中
学
校
２
年　
　

日
隈　

里
奈
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
木　

美
優
さ
ん
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喫茶室
　自動販売機を設置。

　

　2 階の公的施設には、図書館のほか、多目的室や子育て支援室、会議室などがあり、
町民の皆さんに利便性の良い利用時間帯を検討しているところです。
　メイン施設である図書館の延床面積は 2,622㎡　（萬里図書館の約 5 倍）、蔵書冊数
も将来的には 150,000 冊（萬里図書館の約 3 倍）となり、県下でも広さと蔵書能力
は大規模な施設となります。　　

子育て支援室・一時預かり室
　子育てに関する相談ができます。
　また、買い物などで、子どもを一時
　的に預けることができます。

新施設の概要・利用時間 ( 案 )

※　あくまでも基本計画での内容です。実際とは異なる場合があります。
※　この平面図案は、皆さんからいただいたパブリックコメントを参考にして計画したものです。
※　パブリックコメントの詳細はホームページに掲載します。

　　　　　　　　　　　　　平　日　　　　　　　　　　　　　　　　

　　図 　 書 　 館　9 時 30 分～ 19 時 00 分　　　　※各施設とも休館日は月曜日と　

　　多 目 的 室　9 時 30 分～ 22 時 00 分　　　　　年末年始の予定です。

　　子育て支援室　9 時 30 分～ 17 時 00 分　　　　※土・日・祝日の利用時間は未定です。

　　一時預かり室　9 時 30 分～ 17 時 00 分　　　　　

　

新
し
い
図
書
館
は
、「
人
や
文
化
や

物
が
つ
な
が
る
場
で
も
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
い
う
渡
部
さ
ん
。
子
育
て

世
代
の
渡
部
さ
ん
は
、「
子
ど
も
向
け

の
本
や
、
郷
土
の
本
が
増
え
た
ら
い
い

な
」
と
言
い
ま
す
。

　

リ
ビ
ン
グ
で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
る
図
書

館
。
文
化
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
図
書

館
。
親
子
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
方
も
集
い
や
す
い
場
所
に
な

る
よ
う
な
、
人
に
優
し
い
図
書
館
。

　
「
新
し
い
図
書
館
に
期
待
す
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
、
多
く
の
人
が

足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
の
あ

る
図
書
館
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

町民の方に聞きました

「多くの人が足を運びたくなる図書
館になって欲しい」と渡部さん

つ
な
が
る
場
で
あ
っ
て
欲

し
い
で
す
ね
。

　
　

藤
原
自
然
郷　
　

渡
部　

久
美
さ
ん
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平
成
25
年
度

 
決
算
報
告

・
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
完
了
、
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
整
備
に
着
手

・
２
年
ぶ
り
に
財
政
調
整
用
の
基
金
を
取
り
崩
し
、
黒
字
を
確
保

一般会計
歳入総額　94億2,163万円

一般会計
歳出総額　91億2,457万円

歳出
義
務
的

費

他

投

その

経

的
費経
資

性質別

18億4620万円
扶助費

（20.2％）

18億4568万円
人件費

（20.2％）

9億7552万円
公債費

（10.7％）

13億2554万円
投資的経費

（14.5％）

補助費等
12億7069万円
（13.9％）

繰出金

9億690万円
（10.0％）

物件費

8億4045万円
（9.2％）

維持補修費
7930万円
（0.9％）

その他
3429万円
（0.4％）

用語解説
■地方交付税
　�市町村間の財政格差をなくすため、国か
ら交付されるもの
■国・県支出金
　�特定の事業を行うために、国・県から交
付されるもの
■町債
　�道路や公共施設整備を行うための借入金
■自主財源
�　�町税など町が自主的に収入できる財源
■依存財源
　�地方交付税や国・県支出金などから交付
される財源
■扶助費
　�社会保障費であり、町民の最低限の生活
維持を図るための経費
■公債費
　借入金の返済に充てる経費
■投資的経費
　�道路や公園、公共施設建設などに要する
経費
■繰出金
　�一般会計から特別会計への持ち出し

　

平
成
25
年
度
の
日
出
町
一
般
会
計
の
決

算
規
模
は
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
と
な
り
ま

し
た
。
歳
入
（
収
入
）
が
前
年
度
よ
り
２

４
７
万
円
増
え
、94
億
２
１
６
３
万
円（
前

年
度
94
億
１
９
１
６
万
円
）
で
、歳
出
（
支

出
）
が
６
２
１
７
万
円
減
り
、
91
億
２
４

５
７
万
円
（
前
年
度
91
億
８
６
７
４
万

円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
が
減
っ
た
理
由
は
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
一
部
民
間
委
託
や
国
家
公
務
員
の

人
件
費
削
減
に
併
せ
た
職
員
給
与
の
減
額

な
ど
、
経
常
コ
ス
ト
の
削
減
が
主
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

基
金
繰
入
金
が
前
年
度
対
比

 

約
１
億
１
７
０
０
万
円
の
増
加

　

歳
入
で
は
、
町
税
が
28
億
５
４
７
０
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
１
３
１
８
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
地
方
交
付

税
は
、
24
億
５
３
９
５
万
円
と
２
２
３
８

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
（
借
入
金
）
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
耐
震
補
強
や
公
園
遊
具
の
更
新
な
ど
、

普
通
建
設
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
11
億
２
７
３
２
万
円
と
前
年
度
よ

り
１
５
４
０
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
除
い
た
収

支
の
黒
字
額
は
、
２
億
１
０
６
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の
預
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
か
ら
計
１
億
２

０
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。
黒

字
と
い
っ
て
も
決
し
て
財
源
が
十
分
で

28億5470万円
町税

（30.3％）

歳入

自
主
財
源財

源

依
存 繰入金

1億7322万円
（1.8％）

使用料及び手数料
1億1152万円

（1.2％）
その他
3億5556万円

（3.8％）

地方交付税
24億5395万円

（26.0％）

国・県支出金
19億2854円
（20.5％）

町債
11億2732万円
（12.0％）

その他
4億1682万円

（4.4％）
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町債残高の状況

あ
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

年
々
増
え
続
け
る
扶
助
費

 

３
・
２
％
増

　

歳
出
で
は
、
医
療
給
付
費
な
ど
の
扶
助

費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
障
が
い

者
介
護
給
付
費
が
、前
年
度
対
比
11
・
２
％

（
約
４
２
０
０
万
円
）
の
増
と
、
こ
こ
数

年
10
％
を
超
え
る
伸
び
率
を
示
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
扶
助
費
の
増

加
を
想
定
し
な
が
ら
、
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

投
資
的
経
費
に
お
い
て
は
、
平
成
20
年

度
か
ら
重
要
施
策
と
し
て
実
施
し
て
き

た
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
全
て
完
了
し

ま
し
た
。
建
築
基
準
法
上
で
危
険
と
さ
れ

る
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
校
舎
・

体
育
館
計
11
棟
の
建
て
替
え
や
耐
震
補
強

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
役
場
旧

庁
舎
や
公
民
館
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

利
用
す
る
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
日
出
暘
谷
高
校
跡
地

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
へ
の
複
合
商
業
施
設
の

誘
致
が
決
ま
り
、
来
春
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
。
町
立
図
書
館
も
こ
こ
に
移
転
す

る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
が
生
ま
れ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
中
長
期
的
な
財
政
計
画
に
基

づ
い
た
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
と
と
も

に
、
活
気
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

町民一人あたりに使われたお金

目的別 主な内容 町民 1人あたり
民生費 福祉・年金・医療など 108,949 円

教育費 小中学校・幼稚園・社会
教育など 43,977 円

総務費 総務・税・住民基本台帳・
選挙など 37,106 円

公債費 借入金の返済 34,114 円
土木費 道路・橋・公園など 32,603 円

衛生費 保健衛生・環境衛生・ご
み処理など 22,730 円

消防費 消防業務・施設整備など 15,990 円
農林水産費 農業・林業・水産業 10,211 円
商工費 商工業・観光振興など 6,088 円
議会費 議会運営 5,042 円
諸支出金 基金積立など 1,156 円
災害復旧費 災害復旧工事など 1,120 円

合 計 319,086 円

＊平成 25 年度末の町民人口 28,596 名で計算

学校の耐震補強などの大型事業実施により、一般会計
の借入金残高が増加していますが、特別会計は順調に
減少しています。地方債の返済には、現役世代だけで
はなく、将来的に利用する世代にも負担してもらうと
いう、世代間の公平を図る役割もあります。

0

30

60

90

120

150
特別会計一般会計

25年度242322平成 21

（億円）

91.4 92.0 92.2 94.9 97.7

56.7 54.6 52.4 50.8 48.1

0

5

10

15

20
減債基金財政調整基金

25年度242322平成 21

（億円）

9.0 10.5 10.5 11.2 11.4

4.0
5.2 4.9

5.6 5.7

平成 17 年度の行財政改革以降、これまで毎年基金を
積み増しできています。老朽化する公共施設の建て替
えなど、将来予想される大きな支出が町財政の悪化に
つながらないように、引き続き積み増しを行っていく
必要があります。

基金残高の推移

町税の内訳

入湯税

軽自動車税

たばこ税

町民税
13億 6195万円
(47.7%)

2 億 944万円

6544万円

2445万円
(7.3%)

(2.3%)

(0.9%)

固定資産税
11億 9342万円

(41.8%)

地方税は、個人町民税（11,199 千円・1.1％）、軽自動
車税（2,055 千円・3.2％）、たばこ税（22,019 千円・
11.7％）及び入湯税（615 千円・2.6％）が増加し、法
人町民税（△ 22,526 千円・△ 8.1％）と固定資産税（△
982 千円・△ 0.1％）は減少しました。

平成25年度決算報告
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平成25年度に行った主要事業

特別会計名 歳　入 うち一般会計
からの繰入金

歳　出

国民健康保険 33 億　124 万円 1 億 7,215 万円 31億 6,451万円
簡易水道 1,468 万円 620 万円 1,468 万円
公共下水道 7 億 4,571 万円 2 億 2,509 万円 7 億 4,548 万円
漁業集落排水 3,528 万円 1,974 万円 3,528 万円
農業集落排水 3,880 万円 2,406 万円 3,880 万円

介護
保険

保険事業 23億 9,549万円 3 億 1,530 万円 23億 6,112万円
ｻｰﾋﾞｽ事業 1,916 万円 509 万円 1,916 万円

後期高齢者 2 億 8,026 万円 7,276 万円 2 億 7,932 万円

平成 25 年度水道事業会計決算

収益的収支
収入額（税込） 3 億 8,451 万円
支出額（税込） 3 億 5,655 万円

＊�不足額は内部留保資金で補てん
しました。

平成 25 年度　特別会計決算報告

資本的収支
収入額（税込） 223 万円
支出額（税込） 1 億 6,768 万円

日出町の 8 つの特別会計と水道事業会計について決算概要をお知らせします。

特別会計は、国民健康保険や公共下水道事業など、特定の事業の収入を直接その支出に充てるため、

一般会計から経理を独立して設けられるものです。

■総務費
　・コミュニティバス運行事業	 　1,117 万円
　・定住促進雑誌「ひじん本」発行　	 841 万円
■民生費
　・障がい者自立支援給付事業　	 4 億 2,696 万円
　・保育士等処遇改善臨時特例事業補助金	 1,494 万円
　・とよおか児童クラブ開設整備費	 693 万円
■衛生費
　・乳幼児および高齢者予防接種事業	 5,803 万円
■農林水産費
　・燃油高騰対策補助金	 169 万円
　・有害鳥獣被害防止対策事業	 1,066 万円
　・日出海（ひじんうみ）創生プロジェクト      304 万円
■商工費
　・企業立地推進事業	 4,179 万円
　・日出町ご当地グルメ調査・振興事業	 　816 万円
　・人間魚雷「回天」レプリカ作成	 630 万円
■土木費
　・道路新設改良事業	 3 億 963 万円
　・暘谷駅周辺整備事業	 6,015 万円
　・都市公園遊具更新事業	 3,501 万円
■消防費
　・安心・安全まちづくり防災対策事業	 2,843 万円
■教育費
　・小中学校、幼稚園施設耐震化事業　4 億 6,161 万円
　・致道館保存修理工事	 6,387 万円
■災害復旧費
　・農業用施設災害復旧費	 2,536 万円

平成25年度決算報告

糸
ヶ
浜
に
完
成
し
た
複
合
遊
具

保
存
修
理
が
進
む
致
道
館

真
那
井
地
区
で
整
備
さ
れ
た
避
難
路
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一
般
会
計
の
決
算
額
を

皆
さ
ん
の

家
計
簿
に
置
き
換
え
て
み
ま
し
た

決
算
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

　

こ
こ
で
は
、
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な

い
財
政
用
語
を
、
身
近
な
言
葉
に
置

き
換
え
て
、
家
計
簿
に
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

の
歳
入
決
算
総
額
94
億
２
１
６
３
万

円
と
、
歳
出
決
算
総
額
91
億
２
４
５

７
万
円
で
は
、
額
が
大
き
す
ぎ
て
決

算
が
ど
う
な
の
か
、
実
感
し
づ
ら
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
歳
入
決
算
総

額
を
一
般
家
庭
平
均
年
収
の
４
０
０

万
円
（
注
）
に
換
算
し
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
収
入
４
０
０
万
円
の
内
訳

は
、
給
料
が
１
２
１
万
円
で
パ
ー
ト

収
入
が
16
万
円
、
親
か
ら
の
仕
送
り

が
２
０
４
万
円
、
借
金
が
48
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
の
内
訳
は
、食
費
や
日
用
品
、

光
熱
水
費
な
ど
の
生
活
費
が
１
７
１

万
円
で
す
。
家
族
の
医
療
費
が
79
万

円
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
仕
送
り
が
36

万
円
で
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
に
42

万
円
、
家
の
増
改
築
費
に
56
万
円
な

ど
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
年
々
上
が
っ
て
き
て
お

り
、
健
康
づ
く
り
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
借
金
に
つ
い
て

は
、
借
り
入
れ
と
返
済
の
バ
ラ
ン
ス

を
よ
く
考
え
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
、
将
来
に
備
え
て
貯
金
も
増

や
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
注
）
国
税
庁
の
「
平
成
24
年
度
分
民
間

給
与
実
態
調
査
」
よ
り
。
平
均
年
収
が
４

０
８
万
円
の
た
め
、
４
０
０
万
と
し
て
い

ま
す
。

給料（町税）       
121 万円
パート収入（使用料・手数料など）　
  16 万円
親からの仕送り（国・県補助金や地方交付税）

204 万円
定期預金の解約（基金の取り崩し） 
    7 万円
金融機関からの借り入れ（町債）   
  48 万円
繰越金       
    4 万円

食費（人件費）
  78 万円
日用品や光熱水費（物件費・補助費）
  93 万円
家族の医療費（扶助費）
  79 万円
家や車の修理（維持補修費） 
    3 万円
子どもたちへの仕送り（繰出金） 
  36 万円
住宅ローンなど借金返済（公債費）
  42 万円
家の増改築費（投資的経費）
  56 万 円
貯金（積立金・投資および出資金）
    1 万円

収入　400 万円 支出　388 万円

平成25年度決算報告
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H25.4.1 現在職員数 退職者 採用者 H26.4.1 現在職員数

212 人 9 人 7 人 210 人

職　員　数

平成 25 年 平成 26 年 差引

一
般
行
政

議　会 3 3 0

総　務 50 51 1

税　務 17 17 0

民　生 23 24 1

衛　生 11 9 △ 2

農林水産 16 16 0

商　工 5 6 1

土　木 17 16 △ 1

小　計 142 142 0

教　　　　 育 38 36 △ 2

普通会計計 180 178 △ 2

公
営
企
業
等

水　道 9 9 0

下　水 5 5 0

国　保 7 7 0

介　護 9 9 0

その他 2 2 0

小　計 32 32 0

合　　　計
212 210 △ 2

[247] [247] 0

総付与
日数

総使用
日数

対象
職員数

平均使用
日数

取得率

5,789 日 1,290.5 日 147 人 8.8 日 22.3%

区分
住民基本台帳人口

（平成 25 年度末）
歳出額　　A 実質収支 人件費　B

人件費率

B/A

（参考）　

24 年度人件費率

25 年度 28,596 人 9,124,573 千円 210,694 千円 1,845,680 千円 20.2％ 20.5％ 

区分
職員数 給与費 一人当たり給与費

　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末 ・ 勤勉手当 　　　　　計　　　Ｂ 　　　　　　　　Ｂ／Ａ　

26 年度 190 人 792,347 千円 105,037 千円 299,871 千円 1,197,255 千円 6,301 千円 

人事行政の運営等の状況
１． 職員の任免や職員数に関する状況

２． 職員の勤務条件等の状況

４． 職員の給与の状況

３． 職員の分限及び懲戒処分の状況

（1） 職員の採用と退職の状況

　　（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 4 月 1 日）

年次有給休暇の取得状況

　　（対象期間：平成25年1月1日～平成25年12月31日）

（1） 総括

　①人件費の状況 （一般会計決算）

②職員給与費の状況 （一般会計予算）

（2） 再任用の状況 （平成２５年度）

　　　2 人 （うち一般行政職　1 人、 企業職　1 人）

（3） 部門別職員数の状況　
　　　　　　（各年 4月 1日現在　単位：人）

＊町長部局の一般職員を対象として集計したものです。

＊職員数は一般職に属する職員。[　] 内は条
　例定数の合計です。教育長は含みません。

＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

＊職員手当には退職手当を含みません。
＊給与費は当初予算に計上された額です。

用語説明

分限処分 (* １)

免職 降任 降級 休職 計

０人 ０人 ０人 ３人 ３人

＊１　�公務能率の維持を目的に職員になされる処分で
あり、心身の故障によるものや、職に必要な適
格性を欠く場合の処分になります。

＊２　�制裁的処分であり、職員の義務違反に対するも
のや、全体の奉仕者にふさわしくない非行のあっ
た場合の処分で、その種類として、免職、停職、
減給及び戒告があります。

（平成 25 年度）

部 門
区 分

懲戒処分 (* ２)

戒告 減給 停職 免職 計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

＊（　　）内の金額から 6％の減額措置を実施しています。
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一般行政職

平均年齢 平均給料月額

41.6 歳 313,288 円

区　　　分 初任給

一般行政職
大　学　卒 168,072 (178,800) 円

高　校　卒 135,830 (144,500) 円

区　　　         分 経験年数５～１０年 経験年数１０～１５年 経験年数１５～２０年

一般行政職
大　学　卒 222,761 円 280,645 円 328,767 円

高　校　卒 186,543 円 ― 317,000 円

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事、 技師 主事、 技師 主任
主査、 副主

幹、 係長

主幹、 課長

補佐等
課長等 課長等

職員数 19 人 14 人 17 人 57 人 23 人 16 人 5 人 151 人 

構成比 12.6％ 9.3％ 11.3％ 37.7 ％ 15.2％ 10.6％ 3.3％ 100.0％ 

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等

給
料

町 長 714,850 (841,000) 円 ※ （　　） 内の金額から、 町長 15％、 副町長 12％の減額
措置を実施しています。副 町 長 588,720 (669,000) 円

報
酬

議 長 388,000 円

副 議 長 331,000 円 

議 員 322,000 円 

期
末
手
当

町 長 2.95 月分                                 （25 年度支給割合）

副 町 長 2.95 月分

議 長 3.05 月分　                               （25 年度支給割合）　　　　

副 議 長 3.05 月分

議 員 3.05 月分

種別 研修名 内容 参加人数

外部派遣研修

階 層 別 研 修 新採用職員研修、 新任研修 （係長 ・ 課長補佐 ・ 課長） 等 58 人

行 政 実 務 研 修 契約事務研修、 財務実務研修、 税務関係研修等 21 人

職務能力向上研修
条例等立案改廃研修、 話し能力開発研修、 自己管理 ・ タイ
ムマネジメント研修、 事務処理マニュアル作成研修等

29 人

指 導 者 養 成 研 修
公務員倫理研修指導者養成研修、 地方自治制度講師養成研
修等

5 人

自 己 開 発 研 修 自主 ・ 連携カレッジ 14 人

独 自 研 修
階 層 別 研 修

新採用職員研修、 トップマネジメントセミナー （管理職）、 課
長補佐級 ・ 中堅若手職員研修等

176 人

人 権 等 研 修 人権に関する講演会、 人権ＤＶＤ視聴研修等 573 人

支 援 研 修 通 信 講 座 大分県自治人材育成センターの指定した講座から選択 1 人

合　　　　　　　　　　　計 877 人

支給率 自己都合 勧奨 ・ 定年

勤続 20 年           21.62 月分         27.025 月分

勤続 25 年           30.82 月分         36.57　月分

勤続 35 年           43.7　月分         52.44　月分

最高限度額           52.44 月分         52.44　月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　　3％～ 45％

平成 25 年度支給割合

期末手当 2.60 月分

勤勉手当 1.35 月分

（2） 職員の平均給与月額、 初任給等の状況 （平成 26 年 4 月 1 日現在）

　①職員の平均年齢、 平均給料月額の状況　　　　　　　②職員の初任給の状況

（3） 特別職の報酬等の状況 （平成 26 年 4 月 1 日現在）

（4） 職員の手当の状況

　①期末手当 ・ 勤勉手当　　　　　　　　　　　②退職手当 （平成 26 年 4 月 1 日）

＊（　　）内の金額から 6％の減額措置を実施しています。
③職員の経験年数別 ・ 学歴別平均給料月額の状況 （平成 26 年 4 月 1 日現在）

④一般行政職の級別職員数の状況 （平成 26 年 4 月 1 日現在）

５． 職員の研修の状況

＊�平成 26 年 4月 1日現在、給料月額について 1～ 3級は 6％、4～ 5級は 7％、6～ 7級は 7.5％の減額措置を実施し
ています。
＊該当する職員がいない項目については（－）で表記しています。

＊日出町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（平成 25 年度実績）
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 TOWN　TOPICS　                                                 
    　 まちの話題  　8 ～ 9 月

　日出町 facebook　　　　　　
　パソコンでも身近な情報が満載
  https://www.facebook.com/hijimachi　

大
分
県
消
防
操
法
大
会

第
６
分
団（
豊
岡
）が
優
秀
賞

（左から）前列：岸田裕太さん・一宮俊之さん
後列：播磨克彦さん・宮本優希さん・森光洋一さん

　

８
月
24
日
、
第
28
回
大
分
県
消
防
操

法
大
会
が
、
県
消
防
学
校
（
由
布
市
挟

間
町
）
で
行
わ
れ
、
各
市
町
代
表
の
17

消
防
団
が
参
加
し
て
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　
「
消
防
操
法
」
と
は
、
消
防
ポ
ン
プ

と
ホ
ー
ス
を
使
い
、
火
災
に
見
立
て
た

約
50
ｍ
先
の
的
を
目
が
け
て
放
水
す
る

競
技
で
、
一
連
の
動
作
の
正
確
性
や
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

日
出
町
消
防
団
か
ら
は
、
第
６
分
団

が
「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」
に
出
場
し
、

見
事
大
分
県
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

指
揮
者
を
務
め
た
岸
田
裕
太
さ
ん

は
、「
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
、
悔

い
の
な
い
操
法
が
で
き
ま
し
た
」
と
緊

張
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
す
が
す
が
し
い

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

規律・正確さ・スピードを競う

　

９
月
９
日
、
税
に
つ
い
て
正
し
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
役
場
の
税
務
課

職
員
が
、
南
端
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
税
金
が
な
く
な
っ
た
社

会
を
仮
定
し
て
、
火
事
や
病
気
に
な
っ

た
際
に
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
な
ど
、
税
が
ど
う

し
て
必
要
な
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
が
終
わ
り
、
３
年
の
佐
々
浦
有

香
さ
ん
が
、「
税
金
は
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
支
え
る
大
切
な
お
金
だ
と
分
か

り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
教
育
機
関
と
国
・
県
・
市

町
村
の
税
務
機
関
で
つ
く
る
、
租
税
教

育
推
進
協
議
会
の
租
税
教
室
で
の
一
コ

マ
で
し
た
。

税
金
っ
て
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
？

南
端
中
学
校
で
租
税
教
室

クイズも交えて楽しく税を学ぶ

地
域
の
方
も
一
緒
に
学
習
支
援

豊
岡
小
Ｓ
Ａ
が
県
教
育
奨
励
賞
受
賞

　

豊
岡
小
学
校
Ｓ
Ａ
（
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
の
皆
さ
ん
が
、
平
成
26
年

度
大
分
県
教
育
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
8
月
25
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
た
授

賞
式
に
は
宮
本
さ
ん
、
土
師
さ
ん
、
岩

野
さ
ん
の
３
名
が
代
表
で
出
席
。

　

Ｓ
Ａ
の
活
動
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

始
ま
り
、
毎
年
延
べ
百
名
を
超
す
地
域

の
方
が
、
音
楽
や
算
数
、
生
活
科
等
で

先
生
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
宮
本
さ
ん
は
、「
奨
励
賞
を

も
ら
え
る
な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
地
域
の

方
が
関
わ
れ
ば
、
豊
岡
っ
子
が
も
っ
と

成
長
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　（左から）岩野さん、宮本さん、土師さん
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大分県選手団 47 名のうち、日出町から 8名も
の選手が出場
写真前列が出場選手（左から）首藤進司さん、
七五三智子さん、伊東進一郎さん、原口明男さ
ん、多田伸一さん

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
き
ま
す
！

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場

（左から）マグナム・フォーティ：上原潤さん・渡辺
亨治さん　日出ボンバーズ：河村孝則さん・塩川三次
さん

日
出
町
の
壮
年
・
シ
ニ
ア
の
意
地
を

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
全
国
・
西
日
本
大
会

　

８
月
22
日
、
町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

２
チ
ー
ム
の
監
督
や
コ
ー
チ
が
、
９
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
、
西
日
本
大
会

へ
の
出
場
報
告
の
た
め
、
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
「
マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
」
が
40

代
以
上
の
全
日
本
壮
年
大
会
（
山
梨

県
）、「
日
出
ボ
ン
バ
ー
ズ
」
が
59
歳
以

上
の
西
日
本
シ
ニ
ア
大
会
（
愛
媛
県
）

に
出
場
し
ま
す
。

　

出
場
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、
日
出
ボ

ン
バ
ー
ズ
の
河
村
孝
則
監
督
が
「
日
出

町
の
シ
ニ
ア
の
意
地
を
見
せ
た
い
」、

マ
グ
ナ
ム
・
フ
ォ
ー
テ
ィ
の
渡
辺
亨
治

コ
ー
チ
が
「
全
国
で
ま
ず
１
勝
を
」
と

そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
話
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
日
出
町
か
ら

８
名
の
選
手
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
８
月
29
日
、
選
手
と
関
係
者
計
８

名
が
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
出
場
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
場
種
目
は
、
陸
上
競
技
や
水
泳
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
で
す
。
選
手
を
代
表
し

て
、
１
０
０
ｍ
走
と
砲
丸
投
げ
に
出

場
す
る
伊
東
進
一
郎
さ
ん
が
、「
力
を

十
二
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
誓
い
、
町
長
が
「
健
闘
を
祈
り

ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

メ
ダ
ル
や
大
会
記
録
を
狙
う
選
手
、

年
齢
か
ら
「
最
後
の
全
国
大
会
」
と
決

意
し
て
い
る
選
手
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら

強
い
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
と
将
来
の
職

業
観
の
育
成
に
向
け
て
行
わ
れ
る
職
場

体
験
学
習
。
９
月
２
日
～
４
日
、
日
出

中
学
校
２
年
生
が
、
町
内
57
の
事
業
所

で
職
場
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

清
家
石
油
㈱
で
は
、
大
石
雄
平
さ

ん
、
小
城
拓
也
さ
ん
、
三
浦
優ゆ

う
ぎ宜

さ

ん
、
岩
尾
秀し

ゅ
う
や哉

さ
ん
が
働
い
て
い
ま
し

た
。
車
が
好
き
で
こ
の
職
場
を
選
ん
だ

４
名
は
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
交
換
を

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
学
し
た
後
、
車

の
窓
を
拭
い
た
り
、
タ
オ
ル
を
洗
濯
し

た
り
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
き
ち
ん
と

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

従
業
員
は
「
１
人
に
仕
事
を
教
え
た

ら
、
他
の
３
人
に
も
教
え
た
内
容
が
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
っ
て
ま
し
た
」
と
全
員
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
褒
め
て
い
ま
し
た
。

トラックの大きな窓も隅々まできれいに拭く

働
く
楽
し
さ
を
体
験
し
た
よ
！

日
出
中
学
校
職
場
体
験
学
習

　

９
月
14
日
、
大
神
原
山
公
民
館
で
恒

例
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
大
き
く
育
っ
た
カ
ボ

チ
ャ
の
品
評
会
や
重
量
当
て
ク
イ
ズ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
カ
ボ
チ
ャ
を

く
り
抜
い
て
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
を
作

り
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た

塩
川
凌り

ょ
う
じ司

く
ん
（
５
歳
）
は
、「
好
き

な
色
を
い
っ
ぱ
い
塗
れ
て
楽
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
カ
ボ
チ
ャ
は
、
役
場
や
警
察

署
、
病
院
な
ど
、
町
内
15
カ
所
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。
主
催
し
た
原
山
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
の
垣
迫
和
義
会
長
は
、

「
見
て
く
れ
た
方
の
心
の
癒
し
に
な
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
顔
を
し
た
カ
ボ
チ
ャ
が
並
ぶ

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
ま
つ
り子どもたちの個性あふれる作品の前で

集合写真
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ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
表
彰

　

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
を
表
彰
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
こ
れ
ま
で
に
表
彰

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）。

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会

■
日
時　

11
月
12
日
（
水
）
９
時
30
分
～

■
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
表
彰
該
当
者

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者

　

�

昭
和
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
さ

れ
た
ご
夫
婦

○�

金
婚
者　

昭
和
39
年
12
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
さ
れ
た
ご
夫
婦

■�

申
請　

書
類
は
福
祉
対
策
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

■
期
限　

10
月
10
日
（
金
）

■
申
請
・
問
合
先

　

福
祉
対
策
課
地
域
福
祉
係

　

☎
73-

３
１
２
１

　

10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

　

し
尿
や
生
活
雑
排
水
を
処
理
す
る
浄

化
槽
は
、
適
正
な
維
持
管
理
を
怠
る

と
、
放
流
水
の
水
質
が
悪
化
し
、
本
来

の
機
能
が
果
た
せ
ま
せ
ん
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
ら
、
必
ず
浄
化

槽
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
検
査
を

受
け
、
清
掃
や
保
守
点
検
を
通
じ
て
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

上
下
水
道
課

　

☎
73-

３
１
２
４

　

�「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
確
定
申
告
に
お
い
て
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

住
民
課
年
金
係

　

☎
73-

３
１
２
２

　

児
童
手
当
の
振
込
に
つ
い
て

　

10
月
定
期
払
い
の
児
童
手
当
の
振
込

日
は
10
月
10
日
（
金
）
で
す
。

　

今
回
の
支
払
い
は
６
月
分
～
９
月
分

の
手
当
で
す
。
登
録
さ
れ
て
い
る
通
帳

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※���

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
支
給
が
差
し
止
め
と
な
っ

第９回ザビエルの道
ウオーキング大会
開催のお知らせ

フランシスコ・ザビエルに由来する景観美豊か

な史跡コースを活用してウオーキング大会を開

催することによって、自然と人と歴史とのふれ

あいを体感しながら健康増進につなげます。

■開催日　10 月 19 日（日）　

　　　　　�当日受付 7 時 40 分～　出発式 9 時～

　　　　　（A コースは 8 時 30 分にスタート）

■スタート地点　　日出町中央公民館前広場

　　　　　（駐車場：大田公園・町職員駐車場）

■コース　�A コース（約 20㎞）、B コース（約

10㎞）、C コース（約５㎞）から選択

■参加料　�大人 500 円、高校生 300 円、中学生

以下無料

■問合先　商工観光課　☎ 73-3158

当
日
参
加
も
可
で
す

口座振替キャンペーンへの
お申し込み

ありがとうございました‼
　４月１日から 7 月 31 日の期間中、新規（ま

たは追加）に町税等の口座振替を申し込まれ

た方を対象に、９月 2 日、キャンペーン抽選

会を行いました。

　申込者857名のなかから、ホテルソラージュ

大分・日出の宿泊券 10 名分と同食事券 20 名

分、計 30 名分の当選者が決まりました。

　当選は、発送をもって発表に代えさせてい

ただきます（賞

品は 9 月 3 日に

発送しておりま

す）。

■問合先

　税務課

　☎ 73-3123
キャンペーンにご参加いただ
きありがとうございました
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て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73-

３
１
２
１

　

�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
（
太
陽
光
パ
ネ
ル
等
）
の
課

税
に
つ
い
て

■
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

　

�

家
屋
や
敷
地
等
に
設
置
し
た
太
陽
光

パ
ネ
ル
等
は
、
家
庭
用
で
あ
っ
て
も

全
量
売
電
を
選
択
す
る
場
合
、
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
し
て
申
告
が

必
要
で
す
。

■
固
定
資
産
税
軽
減
の
特
例
措
置

○
対
象
設
備

　

�

経
済
産
業
省
に
よ
る
固
定
価
格
買

取
制
度
の
認
定
を
受
け
て
取
得
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

（
10
ｋ
ｗ
未
満
の
住
宅
等
太
陽
光
発

電
設
備
は
除
く
）

○
適
用
期
間

　

�

新
た
に
固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
年
度
か
ら
３
年
間

○
取
得
時
期

　

�

平
成
24
年
５
月
29
日
～
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
も
の

○
特
例
率

　

�

当
該
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
を
３
分
の
２
に
軽
減

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
資
産
税
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
73-

３
１
２
３

設置者
10kw以上の太陽光発電設備
（余剰売電・全量売電）

10kw未満の太陽光発電設備
（余剰売電）

個人
（住宅用）

家屋の屋根などに経済産業省の認定を受け
た太陽光発電設備を設置して発電量の全量
を売電される場合は、売電するための事業
用資産となり、発電に係る設備は課税の対
象となります。

売電するための事業用資産とはなりませんの
で、償却資産としては課税の対象外となりま
す。

個人
（事業用）

個人の方であっても事業の用に供している資産については、発電出力量や、全量売電か余
剰売電かにかかわらず償却資産として課税の対象になります。

法人
事業の用に供している資産になりますので、発電出力量や、全量売電か余剰売電かにかか
わらず償却資産として課税の対象になります。

【設置者および発電規模別課税区分】

部
活
動
の
推
進

　

部
活
動
は
学
校
教
育
活
動
の
一
環
と
し

て
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
規
則
を

守
り
礼
儀
正
し
い
人
間
性
を
育
成
す
る
と

と
も
に
単
に
技
能
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

助
け
あ
い
の
精
神
や
自
主
性
を
育
む
な

ど
、
個
性
を
伸
長
し
、
人
間
関
係
を
育
て

る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
、
運
動
部
活
動
で
は
７
月
23
日

か
ら
大
分
県
総
体
（
県
大
会
）
が
開
催
さ

れ
、
こ
の
大
会
で
上
位
成
績
を
収
め
た
日

出
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
（
団
体
・

個
人
）、
剣
道
男
子
（
個
人
）、
陸
上
男
子

（
２
年
１
５
０
０
ｍ
）、
大
神
中
学
校
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
男
子（
個
人
）、テ
ニ
ス
女
子（
個

人
）が
夏
の
九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

文
化
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
７
月
に
実

施
さ
れ
た
県
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
日
出
中
学
校
は
Ａ
部
に
出
場
し
金

賞
を
、
大
神
中
学
校
は
Ｂ
部
（
20
人
以
下

の
部
）
に
出
場
し
優
良
賞
を
獲
得
す
る
な

ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
目
的
に
、
平
成
23
年
度
よ
り
毎
年
支

払
っ
て
い
る
チ
ー
ム
・
監
督
・
個
人
ご
と

の
登
録
料
、
県
内
の
各
種
大
会
の
個
人
・

団
体
の
参
加
料
、
ま
た
、
九
州
や
全
国
大

会
へ
の
出
場
に
つ
い
て
も
宿
泊
費
や
交
通

費
等
を
全
額
、
も
し
く
は
２
／
３
を
予
算

化
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
科
書
採
択
に
つ
い
て

　

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
、
教
科
書

の
採
択
問
題
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
教
科
書
を
選
ん
で

い
る
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

小
学
校
用
と
中
学
校
用
の
教
科
書
は
そ

れ
ぞ
れ
４
年
ご
と
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
27
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校

用
教
科
書
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
は
、
別
府
採
択
地
区
（
日
出
・

別
府
・
杵
築
・
国
東
・
姫
島
）
に
所
属
し
、

国
の
検
定
を
受
け
た
す
べ
て
の
業
者
の
教

科
書
を
、
地
区
内
の
専
門
の
先
生
方
が
集

ま
っ
て
研
究
し
ま
す
。
そ
の
研
究
結
果
を

も
と
に
、
５
市
町
村
の
教
育
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表
で
構
成
さ
れ
る
採
択
協
議
会
で
教
科

書
を
し
ぼ
り
こ
み
、
各
教
育
委
員
会
で
最

終
決
定
を
し
ま
す
。

　

来
年
度
よ
り
使
用
す
る
小
学
校
用
の
教

科
書
名
と
採
択
理
由
に
つ
い
て
は
、
日
出

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
図
書
館
に
お
い
て
、
教
科

書
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　大地震が発生すると、家屋の倒壊だけでなく、家具の転

倒や落下で亡くなられたり、大きなケガをすることもあり

ます。近年発生した直下地震でケガをした原因を調べると、

約 30 ～ 50％の人が、家具類の転倒・落下・移動によるも

のでした。

　家具類の転倒・落下・移動は、直接当たってケガをする

だけでなく、つまずいて転んだり、割れた食器やガラスを

踏んだり、避難通路を塞いだりするなど、いろいろな危険

をもたらします。

地震に備えて、家具の転倒防止対策をしましょう

日出町では、高齢者世帯や障がい者世帯を対象に、家具転倒防止器具の購

入や取付けに対する費用を助成します。

　日出町では、高齢者世帯や障がい者世帯を対象に、

家具転倒防止器具の購入や取付けに対する費用の助成

を行っています。

　助成の流れは、まず町が委託した日出町シルバー人材

センターがご自宅に伺い、家具転倒防止器具の選定と

購入、取付けを行います。10,000円を上限として、かかっ

た費用の３分の２を町が助成しますので、残りの自己

負担分をシルバー人材センターにお支払いください。

※助成の対象となる世帯で、家具転倒防止器具の購入のみを希望される場合（器具の取付けは自分で行う
場合）にも、10,000円を限度に３分の２を助成する制度があります。詳細は総務課行政係までお問い合わ
せください。

お申込みと手続きについて

役場総務課へ

申込み

シルバー人材
センターが

調 査

シルバー人材
センターが

取付け

シルバー人材
センターへ

支払い

所定の申請書に必要

事項を記入して、日

出町役場総務課に提

出してください。

シルバー人材センター

がご自宅に伺い、一緒

に器具を選び、取付け

方法を確認します。

器具が揃ったら、シル

バー人材センターが再

度ご自宅に伺い、器具

を取付けます。

取付け完了後、シルバー

人材センターからの請

求によって、自己負担

分をお支払いください。

⇨ ⇨ ⇨
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■問合先　総務課行政係　☎ 73-3150

Ⅰ . 助成の対象となる世帯

日出町内にお住まいで、次のいずれかに該当する世帯が対象です。
（１）65 歳以上の高齢者のみで構成されている世帯
（２）障がい者のみで構成されている世帯
（３）65 歳以上の高齢者と障がい者のみで構成されている世帯
（４）その他、町長が助成を必要と認める世帯

日出町が、かかった費用の 3 分の 2 を助成します（上限 10,000 円）。
【かかった費用が 15,000 円以下の場合】　⇒　かかった費用の 3 分の 1 が自己負担額となります。
【かかった費用が 15,001 円以上の場合】　⇒　10,000 円を超える金額が自己負担額となります。

Ⅱ . 申込みした世帯が負担する額（自己負担額）

Ⅲ . 取付ける家具転倒防止器具のタイプ

Ⅳ . 家具転倒防止器具の単価の目安

内　　容 単　　価
Ｌ型・平型金具１組 500 円

ﾁｪｰﾝ ･ ﾜｲﾔｰ式金具（小）１組 1,500 円

ﾁｪｰﾝ ･ ﾜｲﾔｰ式金具（大）１組 2,500 円

ポール式器具（小）１組 1,600 円

ポール式器具（中）１組 1,800 円

ポール式器具（大）１組 2,000 円

ストッパー式器具（小）１組 900 円

内　　容 単　　価
ストッパー式器具（大）１組 2,200 円

マット式器具１組 1,000 円

ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ（小）１枚 1,100 円

ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ（大）１枚 2,200 円

基本取付費（調査費用含・１時間） 3,500 円

超過取付費（基本取付時間を30
分超過するごとに加算） 1,250 円

※これらの器具は、各種サイズが有り、大きさによって価格が異なるため、上記の価格は目安となります。
※使用する器具は、見積りの際にお客様と相談のうえで決定されます。

Ａ�もっともおすすめの方法です。
　　�ネジを使って金具を家具と
　　壁面に固定するタイプです。

Ｂおすすめの方法です。
　　�いくつかについてネジを使い、
　　金具を家具と壁面に固定します。

Ｃネジなどを使用せず、家具と壁
　　面を傷つけません。地震に対す
　　る強度にやや不安があります。

L 型金具
ﾜｲﾔｰ・ﾛｰﾌﾟ式器具

ﾎﾟｰﾙ式器具

ｽﾄｯﾊﾟｰ式器具

ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ

※借家の場合は、転倒防止金具の取り付けに関して、家屋所有者の承諾が必要となります。
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10月の休日当番医
　健康増進課　☎73‐3130

＊診療時間9時～17時

＊��町報発行後に休日当番医が変更に

なる場合があります。各医療機関

や健康増進課にご確認ください。

10月の休日当番医

	 5日	さくら医院	 28-0777

	12日	金田耳鼻咽喉科医院	 28-0810

	13日	日出児玉病院	 72-2724

	19日	吉岡内科医院	 73-2787

	26日	鈴木病院	 73-2131

	11月の休日当番医

	 2日	ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266		

	 3日	河野医院	 72-2302

	 9日	真那井診療所	 72-5270

　高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種

接種費用の一部を助成します
　平成 26 年 10 月 1 日から、高齢者の肺炎球菌感染症予防接種が定期の予防

接種になります。

　日出町では、高齢者肺炎球菌感染症予防接種を希望される高齢者の方に、

接種費用の一部を助成します。接種対象となる方で、接種を希望される方は、

直接実施医療機関に予約のうえ、接種を受けてください。

　なお、本予防接種を定期予防接種（助成が受けられる予防接種）として接

種できる期間は、年齢により決まっています。対象年齢以外の方が接種され

ても、町の助成を受けることはできません。

■平成 26 年度助成対象者
　①�日出町に住民票があり、今年度末までに満 65 歳、満 70 歳、満 75 歳、

満 80 歳、満 85 歳、満 90 歳、満 95 歳、満 100 歳、満 101 歳以上に達

する方（以下の表に該当する方）。

　② ��60 歳以上 65 歳未満の方であって心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能に障

がいが有り、自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される方およびヒト

免疫不全ウイルスによって免疫の機能に障がいが有り、日常生活がほとん

ど不可能な方。

　※過去に接種を受けられている方は、助成対象とはなりません。

満 65 歳  昭和 24 年 4 月 2 日から昭和 25 年 4 月 1 日生まれの方
満 70 歳  昭和 19 年 4 月 2 日から昭和 20 年 4 月 1 日生まれの方
満 75 歳  昭和 14 年 4 月 2 日から昭和 15 年 4 月 1 日生まれの方
満 80 歳  昭和   9 年 4 月 2 日から昭和 10 年 4 月 1 日生まれの方
満 85 歳  昭和   4 年 4 月 2 日から昭和   5 年 4 月 1 日生まれの方
満 90 歳  大正 13 年 4 月 2 日から大正 14 年 4 月 1 日生まれの方
満 95 歳  大正   8 年 4 月 2 日から大正   9 年 4 月 1 日生まれの方
満 100 歳  大正   3 年 4 月 2 日から大正   4 年 4 月 1 日生まれの方

満 101 歳以上  大正   3 年 4 月 1 日以前生まれの方

■実施期間
　10 月 1 日（水）～平成 27 年 3 月 31 日（火）

■公費負担額　上限 5,500 円（1 人 1 回限り）＊生活保護者 7,500 円

■自己負担額　2,000 円＊生活保護者は自己負担無し

■実施医療機関
　日出町（次ページの一覧表のとおり）および県内の医療機関

　※ただし、全ての医療機関で実施しているわけではありません。

■接種のながれ
　①医療機関に電話等で予約（全ての医療機関で予約が必要です）

　②医療機関で予診表を記入

　③接種後、医療機関でお支払い

■予防接種を受ける際に必要なもの
　健康保険証や運転免許証など、住所と生年月日が確認できるもの　

妊娠中のお母さんを対象に、妊娠中

の過ごし方やお産についてのお話、

調理実習をします。

①�「妊娠・授乳期の食事」11 月 11

日（火）10 時～ 12 時 30 分

　・管理栄養士によるお話
　・調理実習

②�「お産について」11 月 19 日（水）

10 時～ 12 時

　・お産のしくみのお話
　・おっぱいのお話

＊�持ってくるもの　母子健康手帳・

筆記用具（①の時は、上記のほか

にエプロン・三角巾・ハンドタオル）

＊申込期限　10 月 31 日（金）

■�申込・問合先

　福祉対策課子育て支援係
　☎ 73-3121

お母さん教室
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■平成 26 年度助成対象者
　①�日出町に住民票があり、接種時の満年齢が 65 歳以上の方。

　② �60 歳以上 65 歳未満の方であって心臓、腎臓若しくは呼吸器の機能に障

がいが有り、自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される方およびヒ

ト免疫不全ウイルスによって免疫の機能に障がいが有り、日常生活がほ

とんど不可能な方。

■実施期間
　10 月 1 日（水）～平成 27 年 1 月 31 日（土）

■公費負担額　
　上限 2,300 円（1 人 1 回限り）　＊生活保護者 3,300 円

■自己負担額　1,000 円＊生活保護者は自己負担無し

■実施医療機関
　�日出町（下記の一覧表のとおり）および県内の医療機関

　※ただし、全ての医療機関で実施しているわけではありません。

■接種のながれ
　①�医療機関に電話等で予約（岡田内科クリニック、酒井医院、日出児玉病院、

日出中央医院、河野医院、金田耳鼻咽喉科医院以外は、予約が必要です）

　②医療機関で予診表を記入

　③接種後、医療機関でお支払い

■予防接種を受ける際に必要なもの
　健康保険証や運転免許証など、住所と生年月日が確認できるもの

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

実施医療機関名 電話番号
高齢者

インフルエンザ
高齢者肺炎球菌

大石内科医院 72-2121 ○ ○

岡田内科クリニック 28-0101 ○ ○

川崎診療所 28-1611 ○ ○
こうまつ循環器科内
科クリニック

73-0077 ○ ○

酒井医院 72-2624 ○ ○

サンライズ酒井病院 72-2266 ○ ○

鈴木病院 73-2131 ○ ○

日出児玉病院 72-2724 ○ ○

日出中央医院 72-2534 ○ ○

吉岡内科医院 73-2787 ○ ○

真那井診療所 72-5270 ○ ○

金田耳鼻咽喉科医院 28-0810 ○ ×

河野医院 72-2302 ○ ×
松本整形外科クリ
ニック

73-2775 ○ ×

高齢者肺炎球菌・インフルエンザ予防接種に関する問い合わせ先は、

■健康増進課長寿健康係　☎ 73 － 3130

実施医療機関一覧表　　　　（○が実施していることを示しています）

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

さざんか児童館    ☎ 72 - 8383

日出町児童館　☎ 85 - 8820

●〈赤ちゃん広場〉（0歳～２歳）
　7日･14日･21日･28日(火)10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　17日（金）･24日（金）10時45分～11時45分
●�トンボをつくろう（0歳～就学前）
　3日（金）11時～
●�紙ひこうきをつくろう（0歳～就学前）
　8日（水）11時～
●�〈落ち葉のかんむりをつくろう〉
　（0歳～就学前・町中央公民館）
　15日（水）10時～
● 2・3才ｸﾗｽ　いっしょにあそぼ！
　16日（木）11時～
●くりの実をつくろう（0歳～就学前）
　22日（水）11時～
●お菓子ﾊﾞｯｸﾞをつくろう（0歳～就学前）
　27日（月）11時～
●忍者になってあそぼう（0歳～就学前）
　30日（木）11時～

●絵本の読み聞かせ（小学生）
　4日（土）10時 30分～
●�ハッピータイム（乳幼児親子）
　6日（月）10時 30分～
●��ｴｱﾛﾋﾞｸｽ（親子で参加可・要申込・600円）
　6日（月）･20日（月）13時 30分～
●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）
　10日（金）10時 30分～
●��アクセサリーを作ろう！
　��13 日（月）10時～・13時～
●ちびっこ運動会（乳幼児親子・要申込・無料）
　23日（木）10時～12時（町中央体育館）
●親子でフリーマーケット（乳幼児親子）
　27日（月）10時 30分～ 12時
●�スマイル子育て相談会（巡回児童館）
　28日（火）10時 30分～（町中央公民館）
●�わくわく保育園（H23年 4月～ 24年
3月生・要申込・昼食代 1組 400円）

　29日（水）10時 15分～
●�みんなで誕生日ﾊﾟｰﾃｨｰ！（乳幼児親子・
要申込・200円）31日（金）10時 30分～
●親子グループ活動　10時 30分～
　0～ 1歳児　 1 日（水）・8日（水）
　　　 2 歳児　  2 日（木）・9日（木）
　3～ 5歳児　  3 日（金）・7日（火）

●�えいごであそぼPeek-a-boo（乳幼児）
　8日（水）11時～ 11時 30分
●�親子ﾘﾄﾐｯｸ教室（乳幼児・要申込・ﾎﾞｰﾙ）
　14日（火）11時～ 12時
●�たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　17日（金）11時 15分～ 11時 45分
● �WAKUWAKUつみきくらぶ（乳幼児）
　22日（水）10時 30分～ 12時
●�ゆうゆう子育て講座②（乳幼児親子10組）
　「親子でﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞ」1組 300円
　28日（火）10時 30分～ 12時
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そ の  90

日出町長　工藤　義見

間
も
な
く
東
九
州
自
動
車
道
が
開
通

―
知
名
度
を
高
め
て
誘
客
を
促
進
―

　

先
日
、
中
津
市
で
、
東
九
州
自
動
車

道
大
分
県
北
建
設
促
進
期
成
会
の
理
事

会
が
あ
り
、
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
る

北
九
州
市
か
ら
大
分
県
内
を
通
過
し
、

宮
崎
市
に
至
る
高
速
道
路
の
整
備
状
況

の
説
明
が
あ
り
、
今
年
度
中
に
椎
田
～

豊
前
間
の
７
㎞
を
残
し
て
全
線
が
開
通

す
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　

ど
の
位
の
道
路
延
長
で
、
ど
の
位
の

時
間
と
な
る
の
か
資
料
で
確
認
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
北
九
州
市
～
宮
崎

市
間
の
２
１
７
㎞
、
現
在
６
時
間
20
分

が
２
時
間
短
縮
し
て
４
時
間
20
分
に
な

り
、
北
九
州
市
～
大
分
市
間
は
２
時
間

25
分
が
１
時
間
45
分
に
、
大
分
市
～
宮

崎
市
間
は
４
時
間
10
分
が
２
時
間
50
分

に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
の
場
合
、
速
見
イ
ン
タ
ー
、

宇
佐
、
中
津
、
行
橋
を
経
て
北
九
州
市

ま
で
は
１
時
間
20
分
ほ
ど
の
時
間
と
な

り
、
時
間
短
縮
で
大
変
便
利
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
宮
崎
市
ま
で
は
３
時
間
一

寸
で
行
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
幾
度
か
宮
崎
市
へ
の
出

張
が
あ
り
出
か
け
ま
し
た
が
、
信
号
や

渋
滞
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
大

回
り
し
て
九
州
横
断
自
動
車
道
、
九
州

縦
貫
自
動
車
道
を
経
て
出
か
け
た
こ
と

も
あ
り
、
多
く
の
人
た
ち
も
こ
の
よ
う

な
状
態
で
し
た
。

　

以
前
、
観
光
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
、
東
九
州
の
交
通
体
系
、

と
り
わ
け
高
速
道
の
整
備
の
遅
れ
を
痛

感
し
て
い
ま
し
た
。
大
分
県
と
宮
崎
県

と
の
間
は
、
道
路
整
備
の
遅
れ
が
交
流

を
遮
り
、
大
分
県
側
の
人
の
流
れ
は
臼

杵
石
仏
を
南
限
と
し
て
竹
田
、
阿
蘇
方

面
に
流
れ
、
延
岡
、
宮
崎
方
面
へ
は
皆

無
に
等
し
い
状
況
。

　

ま
た
、
宮
崎
空
港
に
降
り
立
っ
た
観

光
客
は
、
宮
崎
県
内
の
観
光
地
を
経
て

鹿
児
島
、
熊
本
方
面
へ
流
れ
、
大
分
方

面
に
向
か
う
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

長
崎
、
熊
本
方
面
か
ら
で
も
、
大
分
、

宮
崎
方
面
の
い
ず
れ
か
の
選
択
で
、
双

方
を
跨
い
で
動
く
こ
と
も
少
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
九
州
東
側
の
県
境
の
壁

は
厚
か
っ
た
訳
で
す
が
、
い
よ
い
よ
東

九
州
自
動
車
道
の
完
成
で
こ
れ
が
解

消
、
九
州
全
体
の
循
環
態
勢
が
整
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

日
出
町
周
辺
の
高
速
交
通
体
系
は
比

較
的
に
早
く
に
整
備
さ
れ
、
恩
恵
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
て
い
る
施
設
と
し
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ

ン
ド
や
別
府
湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
一
層
の
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
日
出
町
と
し

て
も
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
、
多
く
の

観
光
客
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。

全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
の
開
催

―
観
光
立
町
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
―

　

大
分
県
、
市
町
村
、
県
内
観
光
業
界

な
ど
多
く
の
関
係
団
体
で
構
成
す
る
実

行
委
員
会
に
よ
り
、「
お
ん
せ
ん
県
お

お
い
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
全
国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
」
が

９
月
３
日
、
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

何
と
も
長
い
名
前
で
す
が
、
要
は
九

州
旅
客
鉄
道
㈱
、
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

、
㈱
日

本
旅
行
、
㈱
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、

西
鉄
旅
行
㈱
な
ど
の
旅
行
会
社
の
協
力

を
得
て
、
大
分
へ
の
旅
行
商
品
を
企
画

し
て
も
ら
い
、
来
年
の
７
月
か
ら
９
月

ま
で
の
三
か
月
間
に
亘
っ
て
観
光
客
を

送
客
し
て
も
ら
う
た
め
の
会
議
で
す
。

　

当
日
の
午
後
、
全
国
か
ら
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
、
地
元
関
係
者
な
ど
６
０
０

人
余
が
集
ま
り
全
体
会
議
を
開
き
、
主

催
者
や
関
係
者
挨
拶
の
後
、
県
下
の
観

光
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

観
光
・
物
産
の
商
談
会
、
歓
迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
第
１
日
目
の
交
流
会

を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

日
程
２
～
３
日
目
は
、
県
下
７
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
１
泊
２
日
で
そ
れ
ぞ
れ

希
望
に
そ
っ
て
視
察
、
日
出
町
は
県
北

コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
行
は
中
津
市
、
宇
佐
市
を
経
て
、

２
日
目
の
夕
刻
に
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ

大
分
・
日
出
に
入
宿
、
各
市
町
の
関
係

者
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
皆
さ
ん
の
歓
迎

会
を
行
い
、
地
元
を
代
表
し
て
私
が
歓

迎
の
挨
拶
、
ホ
テ
ル
自
慢
の
料
理
も
提

供
さ
れ
、
60
余
名
の
皆
さ
ん
と
共
に
和

や
か
な
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
早
朝
に
近
く
の
大
神
深
江

港
の
朝
市
を
見
学
。
一
旦
宿
に
帰
っ
て

か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
視
察
、
日

出
城
址
周
辺
の
散
策
を
終
え
、
的
山
荘

に
向
か
い
庭
園
の
見
学
、
そ
し
て
重
要

文
化
財
指
定
を
待
つ
貴
重
な
建
物
で
の

食
事
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
好
評
を

得
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
過
ぎ
二
の
丸
館
で
一
行
を

見
送
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
多
数
の
旅

行
企
画
の
関
係
者
に
日
出
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
紹
介
・
宣
伝
で
き
た
貴
重

な
２
日
間
で
し
た
。
今
回
の
企
画
は
県

下
で
こ
の
１
年
余
の
準
備
を
経
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
知
名
度
、
宣
伝

力
で
遅
れ
の
目
立
つ
日
出
町
で
す
。
来

年
の
本
番
で
の
成
果
に
期
待
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）
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図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

定 期 相 談

     6日（月）・13日（月）・20日（月）・27日（月）・30日（木）

　■ブーフーウーによる読み聞かせ
　　○日時　10 月 25 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　4 歳～小学校低学年向け

　■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ
　　○日時　10 月 24 日（金）　11 時～ 11 時 30 分
　　　　　　0 歳～ 5 歳くらいまで

10月の休館日

●行政相談
  場　所　役場新館 3 階 333 会議室
  日　時　10 月 7 日（火）10 時～ 15 時
  問合先　総務課　☎ 73 ‐ 3150

●心配ごと相談
　場　所　役場新館 3 階 333 会議室

    日    時　10 月 14 日（火）10 時～ 15 時

　問合先　福祉対策課　☎ 73 - 3121

●心配ごと・行政合同相談
　場　所　大神地区公民館

    日    時　10 月 21 日（火）10 時～ 15 時

　問合先　総務課　☎ 73 ‐ 3150

●なんでも相談
   場　所　役場新館 1 階

   問合先　なんでも相談室　☎ 73 ‐ 3118

●障がい児・者等支援相談
　相談先　社会福祉法人「みのり村」

　　　　　みのり障がい者生活支援センター　

　　　　　　☎ 72 ‐ 2818

　相談先　児童発達支援センター「プリンちゃん」

　　　　    　☎ 28 ‐ 0250

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　　　　　　☎ 72 ‐ 1682

　　　　　（受付時間：8 時～ 17 時）

●高齢者総合相談
　相談先　日出町地域包括支援センター

　　　　　（健康増進課内）☎ 73 ‐ 3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎ 73 ‐ 3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120 ‐ 462 ‐ 110

        （24 時間　365 日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

☎ 0978 ‐ 62 ‐ 2271

●法律相談　（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）

　　　　　第４火曜（役場 333 会議室）

　　　　　※祝日の場合は休み

　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分

　費　用　�30 分につき 5,000 円

　　　　　※�収入が一定以下の方及び多重債
務の相談は無料

　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　☎ 097 ‐ 536 ‐ 1458

新刊案内

『イノセント・デイズ』　　

早見 和真：著　新潮社：刊

　放火によって奪われたのは、
元恋人の妻とまだ１歳の双子の
命。確定死刑囚・田中幸乃の人
生は「不運」と「悪意」が支配
していた。なぜそんなことをし
たのか？ 彼女が犯した最大の罪
とは ? 『小説新潮』掲載を単行
本化。

『キリンがくる日』　　

志茂田景樹：文　木島 誠悟：絵

ポプラ社：刊

　キリンのいない動物園にやって
きた男の子が、空っぽのキリン舎
の前で淋しそうにしていると、園
長さんがやってきて…。「いのち」
の輝きと動物園で働く人々の想い
を伝える、北海道釧路市民が実際
に行った活動をもとにした絵本。

演　題　　「心とくらしを豊かにしてくれる読書」

講　師　　山村　正二　氏

■日　時　　10 月 29 日（水）　14 時～

■場　所　　萬里図書館２階「おはなしのへや」

■対象者　　一般の方　50 名（参加無料）

■申込方法　�事前に図書館備え付けの「申込み用紙」に必要事項を記

入のうえ、提出いただくか、電話かＦＡＸでお申し込み

ください。　

■問合先　　萬里図書館　☎ 72-2851　FAX72-4991（担当：渡邉）

読 書 週 間 講 演 会
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大
分
県
立
大
分
高
等
技
術

専
門
校　

生
徒
募
集

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能
を
１
年
間
、
又
は
２

年
間
で
習
得
で
き
ま
す
。
寮
完

備
。

▼�

申
込
期
間　

11
月
４
日

（
火
）
～
18
日
（
火
）

▼�

訓
練
期
間　

平
成
27
年
４
月

７
日
（
火
）
～

▼�

対
象　

平
成
27
年
３
月
高
等

学
校
卒
業
見
込
み
の
方

▼�

申
込
・
問
合
先

　

大
分
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
７-

５
４
２-
３
４
１
１

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ

　

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
所
地
の
保
健
所
に
連
絡

を
し
て
申
し
込
み
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
受
診
日
に
つ
い
て

は
、
保
健
所
と
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼�

対
象　

両
親
、
又
は
そ
の
ど

ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

で
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

▼�

申
込
期
間　

10
月
27
日

（
月
）
～
12
月
５
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先

　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

大
分
県
立
盲
学
校

学
校
公
開

▼
日
時　

10
月
24
日
（
金
）

▼
場
所　

大
分
県
立
盲
学
校

▼
日
程

○�

10
時
～
12
時
30
分　

学
校
説

明
、
施
設
案
内
、
公
開
授
業

○�

13
時
20
分
～
14
時
20
分　

視

覚
障
が
い
セ
ミ
ナ
ー

　
「
視
覚
障
が
い
」
に
関
す
る

教
育
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先　

県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

11
月
23
日
（
日
）、
ガ
レ
リ
ア

竹
町
ド
ー
ム
広
場
で
開
催
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
の
出

品
協
力
の
お
願
い
で
す
。
ご
家

庭
で
不
要
な
品
物
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
バ
ザ
ー
品
と
し
て

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

▼
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
品
物

○�

生
活
用
品　

陶
器
、
食
器

類
、
日
用
品
、
タ
オ
ル
類
、

シ
ー
ツ
等
寝
具
類
、
贈
答
品
、

そ
の
他

○
製
作
品　

手
芸
品
、
そ
の
他

＊�

す
べ
て
未
使
用
の
も
の
、
賞

味
期
限
内
の
も
の
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

受
付
期
間　

10
月
１
日

（
水
）
～
11
月
18
日
（
火
）

※
ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
は
、

事
務
局
へ
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先

　

大
分
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
２
４
８
８

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　

採
用
担
当
者
か
ら
話
を
き
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
各
種
相
談

に
も
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼�

日
時　

10
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▼
場
所　

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

▼�

問
合
先

　

県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
７
０
０
０

介
護
就
職
デ
イ
～
２
０
１
４
年

秋
福
祉
の
就
職
フ
ェ
ア

　

介
護
・
看
護
関
係
職
種
で
の

就
労
を
希
望
す
る
方
々
の
就
職

募 

集

■日時　10 月 17 日（金）　13 時開会

■場所　日出町中央体育館 ほか

■記念講演（14 時 30 分〜）

　「『弥栄のきずな』に魅せられて
　　   ～子どもたちに学んだ人権～」
　　林由紀子さん（毎日新聞大阪社会部）

※駐車場に限りがありますので、なるべく

公共交通機関をご利用ください。

■問合先　大分県人権教育研究協議会

　　　　　☎ 097-556-1012

参加無料今年は日出町で開催されます

第37回大分県人権研究大会
（ヒューライツフォーラム2014）

既存建物の耐震化工事行います

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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促
進
を
図
る
た
め
、
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　

14
時
～

▼
場
所

　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分

▼
問
合
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９

行
政
相
談
週
間

　

10
月
20
日
～
26
日

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役

所
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
の
身

近
な
相
談
窓
口
で
す
。
よ
り
多

く
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
役

立
て
る
た
め
、
あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
相
談
無

料
。
秘
密
厳
守
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▼
場
所

　

日
出
町
役
場
３
３
３
会
議
室

▼
行
政
相
談
委
員　

北
野
琿
彦
氏

▼�

問
合
先　

総
務
省
大
分
行

政
評
価
事
務
所
（
行
政
苦
情

１
１
０
番
）

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

「
法
の
日
」
週
間
行
事

【
無
料
法
律
・
人
権
相
談
】

　

予
約
不
要
。
受
付
は
当
日
会

場
で
行
い
ま
す
。

▼�

日
時　

10
月
７
日
（
火
）
９

時
30
分
～
11
時
／
13
時
～
14

時
30
分

▼�

場
所　

大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
「
ア

イ
ネ
ス
」

＊�
駐
車
場
は
用
意
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
お
車
で
の
ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

【
模
擬
少
年
審
判
】

　

予
約
制
。
先
着
50
名
。

▼�

日
時　

10
月
15
日
（
水
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

　

大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

▼�

申
込
・
問
合
先　

大
分
地
方

裁
判
所

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

司
法
書
士
青
年
の
会

に
よ
る
法
律
相
談

▼�

日
時　

11
月
10
日
（
月
）
13

時
30
分
～
16
時

▼�

場
所　

日
出
町
役
場

＊
要
予
約
。

▼�

内
容　

相
続
等
不
動
産
登

記
・
会
社
関
係
登
記
全
般
・

多
重
債
務
関
係
・
訴
訟
手
続
・

成
年
後
見
・
そ
の
他

▼�

申
込
・
問
合
先　

県
司
法
書

士
青
年
の
会
事
務
局
（
マ
ル

タ
司
法
書
士
事
務
所
）

☎
０
９
７
８
‐
72
‐
２
３
１
２

　
不
妊
（
不
育
）
に
つ
い
て

の
一
般
相
談
会

　

大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
不
妊
や
不
育
の
お

し
ゃ
べ
り
会
（
グ
ル
ー
プ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）
を
実
施
し
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
事
前
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
参
加
無

料
。
参
加
条
件
な
し
。
ど
な
た

で
も
可
。

▼�

日
時　

10
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
半

▼
場
所　

大
分
県
東
部
保
健
所

▼�
申
込
・
問
合
先

　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
３
９
７
６

登
記
相
談
会

　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

に
お
け
る
登
記
相
談
の
予
約
制

に
つ
い
て
、
11
月
５
日
（
水
）

か
ら
開
始
し
ま
す
。
今
後
の
ご

相
談
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
開
始
日　

11
月
５
日
（
水
）

▼
予
約
受
付
開
始
日

　

10
月
28
日
（
火
）
～

▼�

相
談
日　

毎
週
月
曜
日
、
水

曜
日
、
金
曜
日

▼�

申
込
・
問
合
先

　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
２
２
７
１

薬
の
１
１
０
番

　

10
月
17
日
～
23
日

　
「
く
す
り
」
に
つ
い
て
の
電

話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

10
時
～
15
時

▼�

相
談
・
問
合
先　

県
薬
剤
師

会
（
薬
事
情
報
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

無
料
調
停
相
談
会

　

多
重
債
務
、
お
金
の
貸
し
借

り
、
交
通
事
故
、
土
地
建
物
、

離
婚
、
家
庭
内
の
問
題
、
相
続
、

相
隣
関
係
な
ど
で
お
困
り
の
方

に
、
現
任
調
停
委
員
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事

前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
関
係
資
料
の
あ
る
方
は
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

相 

談

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹ 0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

・介護老人保健施設・グループホーム・デイケア
・ケアーホーム・介護支援センター
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＊�
日
出
町
は
裁
判
所
・
杵
築
支

部
管
内
で
す
。

▼
日
時　

10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▼
場
所　

安
岐
中
央
公
民
館

▼
問
合
先　

杵
築
調
停
協
会

☎
75
‐
２
０
２
６

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

町
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
窓
口
の

１
つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
場
所　

大
分
県
行
政
書
士
会

▼�

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後

見
相
談
・
不
動
産
関
連
・
内

容
証
明
・
各
種
許
認
可
申
請
・

そ
の
他

▼
問
合
先

　

行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
９
７-

５
３
７-

７
０
８
９

外
国
人
無
料
相
談
会

　

国
籍
・
相
続
・
残
留
ほ
か
、

過
去
相
談
内
容
と
し
て
、
Ｄ

Ｖ
・
就
職
・
保
険
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
英
語
な
ど
通
訳
も
つ
き

ま
す
。

▼�

日
時　

10
月
５
日
（
日
）・

11
月
２
日
（
日
）

▼�

場
所　

iichiko

総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
地
下
１
階　

国
際
交

流
プ
ラ
ザ

▼�

問
合
先　

Life  Support

事

務
局
（
原
田
）

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

労
働
講
座

　

労
働
者
、
使
用
者
、
人
事
労

務
担
当
者
、
労
働
問
題
に
関
心

の
あ
る
方
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。
受
講
無
料
。

▼�

日
時　

10
月
21
日
（
火
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

▼�

場
所　

別
府
市
ニ
ュ
ー
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ

▼
内
容

○�

講
演

　

�「
過
重
労
働
は
企
業
リ
ス

ク
！
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
に
向
け
た
取
組
を
」

○�

講
師　

社
会
保
険
労
務
士　

篠
原
丈
司
氏

▼
申
込
・
問
合
先

　

県
労
政
福
祉
課

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
４

赤
十
字
幼
児
安
全
法

支
援
員
養
成
講
習

【
乳
幼
児
の
応
急
・
救
命
手
当

と
看
病
講
習
会
】

▼�

日
時　

10
月
18
日
（
土
）・

19
日
（
日
）
の
２
日
間　

９

時
～
17
時

▼�

場
所

　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

▼
内
容

①�

こ
ど
も
の
か
ら
だ
の
成
長
と

精
神
機
能
の
発
達
。

②�

こ
ど
も
に
起
き
や
す
い
事

故
の
予
防
と
手
当
て
に
つ
い

て
。

　

�（
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

り
扱
い
、
気
道
内
異
物
除
去
、

日
常
起
き
や
す
い
事
故
と
そ

の
手
当
て
な
ど
）

③�

こ
ど
も
の
病
気
と
看
病
の
し

か
た
に
つ
い
て
。

④�

子
育
て
に
お
け
る
社
会
資
源

の
活
用
に
つ
い
て
。

▼
対
象　

①
15
歳
以
上
の
方
。

②
全
日
程
参
加
で
き
る
方
。

▼
定
員　

20
名

＊�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

と
し
ま
す
。

＊�

申
込
が
10
名
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

＊�

講
習
教
材
費
・
保
険
料
な
ど

と
し
て
１
，
８
０
０
円
が
必

要
で
す
。

▼�

携
行
品　

昼
食
、
筆
記
用

具
、
大
判
ハ
ン
カ
チ
、
ズ
ボ

ン
な
ど
の
動
き
や
す
い
服
装

▼�

申
込
・
問
合
先　

日
本
赤
十

字
社
大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
６

大
分
県
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
患
者
さ

ん
向
け
市
民
公
開
講
座

　

呼
吸
器
疾
患
患
者
の
皆
さ
ま

と
そ
の
ご
家
族
、
医
療
関
係
者

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
参
加

無
料
。

▼
日
時　

11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▼
場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

▼
内
容

○
講
演
１　

13
時
～
13
時
30
分

　
「
吸
入
薬
の
使
用
説
明
」

○
講
演
２　

13
時
30
分
～
14
時

　
「
呼
吸
療
法
の
指
導
説
明
」

○
講
演
３　

14
時
～
14
時
40
分

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
概
要
説
明
」

○�
質
疑
応
答　

14
時
40
分
～
15

時
▼�

募
集
人
数

　

３
０
０
名
（
先
着
）

講 

座

住宅型有料
老人ホーム

暘谷苑
7月23日(水)オープン　
入居者申し込み受付中！

※施設見学できます。お問合せください。※31日/月の場合

入居一時金

月額利用料

0円

79,670円（税込）

料 金

ご入居条件　 要支援1～要介護2までの方

2425



▼
共
催

　

大
分
大
学
医
学
部
付
属
病
院

　

帝
人
在
宅
医
療
㈱

▼�

問
合
先　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
市
民
公

開
講
座
係

☎
０
１
２
０
‐
65
‐
９
５
９
０

市
民
後
見
人
養
成
講
座

　

成
年
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判

所
が
関
与
し
て
、
認
知
症
、
知

的
・
精
神
障
害
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
に
か
わ
っ
て
、
金

銭
管
理
や
契
約
な
ど
日
々
の
暮

ら
し
の
手
続
き
の
援
助
を
し
ま

す
。

　

市
民
後
見
人
（
社
会
貢
献
型

成
年
後
見
人
）
に
関
心
の
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
「
気
に
な
る
家

族
が
い
る
」「
将
来
、
認
知
症

に
な
っ
た
ら
不
安
」
と
い
う
方

も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時　

10
月
25
日
（
土
）・

26
日（
日
）、11
月
15
日（
土
）・

16
日
（
日
）
の
４
日
間　

10

時
～
16
時
30
分

▼
場
所　

大
分
県
総
合
社
会
福

祉
会
館

▼
受
講
料　

４
，
８
０
０
円

▼
定
員　

30
名
（
先
着
）

▼�

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人　

市
民
後
見
さ
さ
え
あ
い

☎
０
９
７
‐
５
０
７
‐
０
６
９
６

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
無
料
託
児
有
（
要
申
込
）。

【
音
楽
Ｃ
Ｄ
づ
く
り
講
座
】

▼�

日
時　

11
月
７
・
14
・
21
・

28
日
（
金
）　

10
時
～
12
時

▼
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼�

日
時　

11
月
６
・
13
・
20
・

27
日
（
木
）　

13
時
～
15
時

▼
場
所

　

日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
限

　

10
月
24
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

　

☎
75
‐
８
６
３
７

自
賠
責
が

あ
な
た
と
家
族
を
守
り
ま
す

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、

万
一
の
自
動
車
事
故
の
際
に
基

本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し

て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法

に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車

を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し

で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
特
に
、
車
検
制
度
の
な
い

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原

動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自
動

車
）
は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

　

な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し

い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

そ
の
他

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

公
園
の
裸
電
球
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

大
原
カ
ヅ
ヱ

鍬く
わ

ひ
と
つ
立
て
か
け
て
あ
り
秋
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

老
犬
の
よ
た
よ
た
歩
く
晩
夏
か
な

　　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

岸
川　

房
子

麻ま

ひ痺
の
手
で
そ
う
め
ん
す
す
る
終つ

い

の
い
え

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

花
束
に
一
本
だ
け
足
す
吾わ

れ
も

こ
う

亦
紅

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

す
ず
虫
の
鳴
く
音ね

を
聞
い
て
眠
り
こ
む

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

う
み
た
ま
ご
せ
い
う
ち
の
芸
空
高
し

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

坪
田　

京
子

古
酒
を
汲く

み
寺
の
御
堂
に
琴
を
聞
く

 

町
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

大
石　

貞
子

新
盆
や
あ
な
た
の
微え

み笑
に
手
を
合
わ
す

　
（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

目
代
み
や
子

生
き
る
と
は
出
会
い
と
別
れ
の
く
り
返

し
不ふ

か

け

つ

可
欠
包
み
わ
れ
老
い
ゆ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

石
和
ト
シ
コ

老
眼
に
楠
の
若
葉
の
や
さ
し
け
れ

う
ぐ
い
す
の
鳴
く
参
道
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

渡
邉　

睦
子

こ
ぼ
れ
種だ

ね

芽
生
え
て
競
う
日
々
草

や
が
て
花
咲
く
夏
の
待
た
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

佐
藤　

慶
子

ブ
オ
ー
ッ
と
か
す
れ
た
闇
よ
り
警
笛
が

漁
師
の
頃
の
怖
さ
思
い
出
す　
　
　
　
　
　

　
　（川

柳
）　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

暴
風
雨
風
鈴
の
音
や
か
ま
し
き

※土曜日は19時まで
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▼�

問
合
先　

大
分
運
輸
支
局
輸

送
・
監
査
部
門

☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
２
１
０
７

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

　

９
月
１
日
～
10
月
31
日

　
「
ね
ぇ
、
知
っ
て
る
？
車
に

乗
る
人
は
、
点
検
整
備
を
し
な

い
と
い
け
な
い
ん
だ
っ
て
」

　

ク
ル
マ
は
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
、
頼
も
し
い
パ
ー

ト
ナ
ー
で
す
。
自
分
の
ク
ル

マ
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、

し
っ
か
り
責
任
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、
自

動
車
の
適
切
な
保
守
管
理
の
責

任
と
、
日
常
点
検
整
備
、
定
期

点
検
整
備
な
ど
の
点
検
・
整
備

の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
点
検
を
こ
ま
め
に

行
い
、
い
つ
も
ク
ル
マ
の
健
康

に
気
を
配
り
、
人
に
も
ク
ル
マ

に
も
優
し
い
気
持
ち
で
、
快
適

な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

▼�

問
合
先　

大
分
運
輸
支
局
整

備
部
門

☎
０
９
７
‐
５
５
８
‐
２
５
７
７

大
分
矯
正
展

　

大
分
刑
務
所
で
は
、「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環

＊
8
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

大
野　

幸
子	（	

82	

法
花
寺
）

石
和　

德
夫	（	

97	

宮
の
下
）

桒
野　

國
彦	（	

80	

中
の
三
）

園
田
ハ
ル
ヱ	（	

94	

影
の
木
）

二
宮　

一
夫	（	

89	

西
の
一
）

合
原
サ
ツ
キ	（	

88	

北
浜
）

川
野　

昭
彦	（	

69	

北
浜
）

宇
都
宮
シ
ゲ	（	

93	

若
宮
）

宮
部　

謙
次	（	

81	

内
堀
）

厚
田　

公
彦	（	

77	

南
部
）

丸
山　

昭
雄	（	

72	

一
北
）

林　
　

豊
子	（	

89	

則
次
）

小
野　

訓
通	（	

68	

平
原
）

岩
尾　

龍
二	（	

73	

港
）

清
家　

照
美	（	

77	

牧
の
内
）

今
田
ス
ミ
ヱ	（	

96	

原
山
）

薮
内　

陽は
る
た太	（	

謙
一	
西
の
二
）

萱
島　

脩な
お
と人	（	

昇	

西
の
三
）

葛
城　

大だ
い
ご悟	（	

卓
也	

若
宮
）

宮
本　

璃り

こ子	（	

祥
光	

日
出
中
央
）

阿
部　

唯い
お
り織	（	

浩
之	

佐
尾
）

藤
原　

葵
あ
お
い	

（	

大
輔	

上
仁
王
）

管　
　

凜り
ん
か花	（	

俊
雄	

上
仁
王
）

尾
﨑　

愛あ
い
り梨	（	

浩
史	

上
仁
王
）

津
﨑　

健け
ん
ご吾	（	

崇	

東
仁
王
）

青
木
結ゆ

り

あ

梨
愛	（	

優
作	

東
仁
王
）

杉
本　

芽め

い生	（	

鉄
矢	

堀
）

石
田　

陽
ひ
な
た	

（	

歩	

南
部
）

上
野　

凜り
ん	

（	

浩
之	

南
部
）

堀　
　

純す
み
か榎	（	

誠
志	

赤
松
）

池
本　

唯ゆ
い	

（	

積
彦	

則
次
）

塩
入
正し

ょ
う
た
ろ
う

太
郎	（	

正
博	

内
野
）

安
部　

瑠る

な奏	（	

泰
成	

上
深
江
）

と
し
て
、
大
分
矯
正
展
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
無
料
。
駐
車
場

あ
り
。

▼
日
時　

○�

11
月
15
日
（
土
）

　

９
時
～
16
時

○�

11
月
16
日
（
日
）

　

９
時
～
15
時

▼
場
所　

大
分
刑
務
所

▼�

内
容　

刑
務
所
作
業
製
品
や

少
年
院
職
業
補
導
製
品
（
野

菜
を
含
む
）
の
展
示
即
売
、

実
演
コ
ー
ナ
ー
、
施
設
見
学
、

矯
正
広
報
コ
ー
ナ
ー
、
性
格

診
断
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
そ

の
他

▼
問
合
先　

大
分
刑
務
所

☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
３
１
５
３

杵築速見薬剤師会
健康フェア

　入場無料。多くの皆さまのご来場を

お待ちしています。

■日時　10月 18日（土）

　　　　13時～ 16時

■場所　杵築市健康福祉センター

■内容

　①健康落語　立川らく朝

　②�医薬品などの展示・紹介ブース

　③�薬剤師によるお薬健康相談所開設

■問合先　杵築速見薬剤師会
　☎72‐7178（さとう薬局日出店）

てしまこどもの杜クリニックてしまこどもの杜クリニック
Ｋトラ市は、毎月第２日曜日に開催
Ｋトラ市では、旬の野菜や果物をはじめ、ここ
でしか手に入らない品物をたくさん用意してい
ます。みなさん、ぜひお越しください。
出店者の募集も随時行っています。

　■日　時　10 月 12 日（日）　8 時～ 12 時
　■場　所　町中央公民館第 2 駐車場
　■問合先　日出町商工会　☎ 72-2232
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■オープニングアトラクション
　9時40分～ 大神中学校吹奏楽部

■開会式・文化功労者表彰式
　10時～

■記念講演会
　10時30分～

　演題：「今こそゆっくり
　　　　　さわやか人生を」
　※�「よい子に読み聞かせ隊」
　　　の隊長として、ボラン
　　　ティアメンバーととも
　　　に全国で活動中。

■第13回瀧廉太郎記念音楽会
　13時30分～15時30分
　�藤原保育園児による斉唱をはじめ、各種コンクール入賞者

による本格的な演奏。

　【ゲスト】

2014 ひじ文化まつり
■主日程：11 月 1 日（土）・2 日（日）　■会場：日出町中央公民館・日出町中央体育館

【11月 1日（土）】（ホール開催） 【連 日 開 催（1日、2日）】 

■美術作品展（中央体育館） 9時～16時

　盆栽・書道・絵画・華道・陶芸・工芸 など。

■ふるさとレストラン（第１駐車場） 9時～16時

　鶏めし・石垣餅・ヘルシーコロッケなどの販売。

■茶席（和室・中庭・ロビー） 10時～15時

　茶道の各流派によるお点前。
　※一服お菓子付き200 円。

　　　【 新　設　コ　ー　ナ　ー 】

■文化体験コーナー（第１駐車場特設テント）

　11月1日（土）、2日（日） 10時～

　①竹工芸体験 （参加費100 円）
　　伝統的な竹工芸の竹編み体験。

　②ミニ瓢箪の垂らし塗り （参加費100 円）
　　色塗りでオリジナルひょうたん作り。

　③生け花体験～楽しくお花を生けましょう～
　　華道流派「池坊」による生け花教室。 

　　（参加費300 円）

　※上記３つの体験は、中央公民館で事前受付をしてい
ます。当日参加も可能ですが、定員になり次第受付を
終了させていただきます。

　④和食を学ぼう（参加費無料）
　　ゲームやクイズをしながら楽しく食育を学ぼう。

■郷土料理教室（調理室）

　「さざんか姫もち」作り

　11月1日（土）11時～
　定員　100名
　　　　（定員になり次第終了）　
　講師：日出町食生活改善推進協議会
　申込：当日受付 参加費：150 円（１パック赤・白）
※�日出町の町花であるサザンカをモチーフにしたお餅。
　�子どもから大人まで簡単に作れるレシピです。ぜひ
　ご参加ください。

【11月9日（日）】

■謡曲大会（ホール）

　9時30分～16時30分

クラリネット

田 中 香 織 氏
日本音楽コンクール
管楽器の部 第１位

ピアノ

永 野 栄 子 氏
　全日本学生音楽コンクール
　北九州音楽コンクール 第１位

■囲碁大会（視聴覚室） 12時30分～16時

■短歌大会（第２会議室） 12時30分～16時

【11月2日（日）】

■芸能大会（ホール） 10時30分～15時30分

　日舞・ダンス・詩吟・大正琴・舞踊などのステージ披露。

■将棋大会（視聴覚室） 10時～16時

■俳句大会（第３会議室） 13時～15時

【11月3日（月／祝）】

■カラオケ大会（ホール）

13時～17時

志茂田　景樹　氏
（作家・タレント）

■ 問合先　生涯学習課 ☎73-3156
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日 出 町 の 人 の う ご き
平成 26年 9月 1日現在の
住民基本台帳の登録人口

世帯数	 11,890	（＋ 10）	 ＋	42
人　口	 28,634	（＋	16）	 ＋	38
	 男	 13,717	（＋	 1）	 ＋	26
	 女	 14,917	（＋ 15）	 ＋	12
	 南端	 311	（－	 1）	
	 豊岡	 7,289	（－ 15）	
	 日出	 5,946	（＋ 30）
	 藤原	 3,850	（－	 7）
	 川崎	 5,866	（＋ 12）
	 大神	 5,372	（－	 3）
	 （　）	内は前月比
		 内は今年４月１日比　

阿
あ べ

部　将
まさひろ

大さん（18）

(日出暘谷・日出総合高校３年生)

「好きな科目は体育。自転車が大好き」という阿部さん

校内のコースで自転車部のメンバーと練習

　日出暘谷・日出総合高等
学 校 自 転 車 部 主 将 の 阿

あ べ

部
将
まさひろ

大さん（３年生）が、８
月に開催された全国高等学
校総合体育大会の３㎞個人
追
おいぬき

抜競走で優勝しました。
　 今 年 ３ 月 の 全 国 高 校 選
抜大会同種目での優勝に続
き、見事、二冠達成です。
　阿部さんが自転車競技を
始めたのは、高校生になっ
てから。この競技をするた
めに、自転車部のある高校
へ進学しました。
　きっかけは、小学生の頃、
少年野球のコーチが言った

「競輪選手になったらどう
だ？」 という言葉でした。
その時は、将来なりたい職
業も特になかったので「そ
の進路で行こう」と決めた
そうです。
　コーチが競輪選手になる
ことを勧めてくれた理由は
聞いたことがないそうです
が、現在の活躍を知って大
変喜んでくださっていると
のことです。

　阿部さんが頭角を現した
のは１年生の時。出場した
全国高校選抜大会で５位に
入賞し、タイムが出場した
1 年生選手の中でトップで
した。「このまま頑張れば、
来年はいける」と信じて練
習に打ち込み、その１年後
に初めて全国優勝に輝きま
した。
　強くなるためにどんな努
力を続けているのかを聞い
てみると、「先生方が決め
て く だ さ る 練 習 メ ニ ュ ー
を、ひたすらこなしていま
す」と答えてくれました。
　最近、気を付けているこ
とは、食事です。先輩選手
たちと一緒に食事をした時
のこと、阿部さんが、揚げ
物ばかりを食べていると、
ある先輩に、「野菜も一緒
に取れよ」と言われたそう
です。それ以降、栄養バラ
ンスを考えるようになり、
先輩のアドバイスもきちん
と守っています。
　夢は、やはり競輪選手で

す。高校卒業後も、大学で
競技を続け、選手になるた
め競輪学校に進みたいと考
えています。
　高校生としての普段の様
子を知るため「趣味は何で
すか？」と質問すると、し
ばらく首をかしげ、「ない
です。自転車のことしか考
えてないです」という阿部
さん。
　自然体でありながら、一
生懸命自転車に打ち込む姿
に、応援せずにはいられな
い気持ちになりました。

全国高校総体 自転車(3km個人追抜)で優勝！
全国高校選抜大会での初優勝に続き二冠達成
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